
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 静岡県安全運転管理協会 

 

 

「交通死亡事故現場診断」を実施！（９月中） 

富士、清水地区安全運転管理協会は、それぞれの地区内で発生した交通死亡

事故の再発防止を期して、この９月中に管轄警察署の呼掛けで行った「交通死

亡事故現場診断」に参加し、これからの対策案等を協議しました。 

９月１０日(月)、富士警察署、富士市役所、土木事務所、自治会、老人クラブ

交通安全協会等の関係機関・団体とともに、同地区安全運転管理協会から役員や

事故現場付近の事業所安全運転管理者等が参加、合計３１人により 

８月５日（日）富士市今宮地先の今宮ふれあい公園前で発生した交通死亡 

事故（軽四乗用車と横断歩行者との衝突事故、７３歳の男性歩行者が死亡） 

の事故現場診断を行いました。 

 

この事故現場は、見通しの良い直線道路で、車両から見て道路右側から横断し

てきた歩行者と衝突していることから 

〇 車の運転者はもちろん、公園利用者に対する注意看板の設置及び 

路面標示による注意喚起 

〇 付近住民を中心とした安全広報の実施 

など、ハード・ソフト両面について、多くの再発防止対策に関する意見が出され、

実行可能な対策から順次実施することで相互認識を高めることができました。 

 

【富士地区】 

【署交通課員の説明】 【現場診断】 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12bqmctnf/EXP=1367537361;_ylt=A3JuNGpRpYFRbnwAhmWU3uV7/*-http:/www.silhouette-ac.com/sozai/s/100/34/100340s.jpg


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２６日(水)、清水警察署の呼掛けで、清水市役所、交通安全協会等の関係

機関・団体及び清水地区安全運転管理協会から副会長・理事・事務局長の役員ら

が参加して、 

９月２１日（金） 静岡市清水区村松地先の市道で発生した交通死亡事故 

（普通貨物車と横断歩道横断中の歩行者との衝突事故、歩行者の女性が死亡） 

の現場診断を行いました。 

【清水地区】 

事故現場は見通しの良い信号交差点で、貨物自動車が青信号で交差点を右折す

る際、雨天により傘を差して横断しようとした歩行者と衝突したもので、 

〇 各事業所のドライバーに対して漫然運転の防止を徹底指導する 

○ 歩行中、周辺車両への注意喚起について街頭広報する 

など、事故防止対策に関する意見が出されました。 

【現場診断】 

【参加者らの意見交換】 

【署交通課員の説明】 


